
食
育
を
す
す
め
よ
う

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」、
毎
月

19
日
は
「
食
育
の
日
」
で
す
！

　
「
食
育
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
通
し
て「
食
」に
関
す
る
知
識
と「
食
」

を
選
択
す
る
力
を
つ
け
て
、
健
全
な
食

生
活
を
お
く
る
た
め
に
す
る
こ
と
で

す
。
食
を
通
し
て
心
と
か
ら
だ
を
健
康

に
し
て
楽
し
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
す
。

　

平
成
17
年
６
月
に
食
育
基
本
法
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
食
育
基
本
法
が
制
定

さ
れ
た
背
景
や
「
食
育
」
が
注
目
さ
れ

た
背
景
に
は
食
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
問
題
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

今
を
生
き
生
き
と
過
ご
し
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
健
康
で
楽
し
く
、
そ
し
て
美

味
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
食
事
を
す
る
た

め
に
も
、
毎
年
の
「
食
育
月
間
」
や
毎

月
の「
食
育
の
日
」を
き
っ
か
け
に「
食

べ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

栗
山
町
食
育
推
進
計
画
を
策
定

　

町
で
は
3
月
に
、
食
育
基
本
法
に
基

づ
い
た
『
栗
山
町
食
育
推
進
計
画
』
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

「
食
」
に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
を
身
に

付
け
、
健
全
で
安
全
な
食
生
活
を
お
く

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
食
育
を
推
進

す
る
上
で
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

現
代
社
会
で
は
、
食
に
対
す
る
意
識

の
変
化
や
食
習
慣
が「
乱
れ
て
し
ま
い
、

栄
養
の
偏
り
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

食
品
の
廃
棄
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
安

全
な
食
生
活
を
お
く
ら
れ
る
よ
う
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

健
康
で
豊
か
な
食
生
活
を

　

栗
山
町
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
多
く
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る

食
材
の
宝
庫
で
す
。
ま
た
、
消
費
者
と

生
産
者
が
顔
を
見
せ
あ
っ
て
付
き
合
い

の
で
き
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
や
団
体
な
ど
で
は
、
各
分
野
の
地

域
資
源
を
生
か
し
た
食
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
地
産
地
消
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
栗
山
町
で
生
産
さ
れ

た
豊
富
な
食
材
を
生
か
し
て
『
健
康
で

心
豊
か
な
食
生
活
』
を
お
く
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
業
体
験
、

栗
山
産
の
食
材
を
生
か
し
た
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
、
町
外
か
ら
の
修
学
旅
行
生
を

受
け
入
れ
る
農
家
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

の
ほ
か
、
食
育
へ
の
関
心
が
高
い
子
育

て
世
代
の
母
親
を
中
心
と
し
た
食
育
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨年、イモ掘り体験に参加しました。娘
はイモがあまり好きでなかったのに、自
分で土を掘って収穫したのが楽しかった
ようでイモ嫌いがなおりました。自分で
収穫したイモを特別なものだと感じたよ
うです。それが良い影響を与えたのかも
しれません。食事を家族みんなでとると
楽しく食べられます。楽しい食事は娘た
ちが好き嫌いをしないで食べることにつ
ながると思います。

ま
ず
は
食
事
を
楽
し
む
こ
と

　
「
食
育
」
と
は
、
食
に
関
す
る

こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
「
楽

し
む
」こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。
人
は
食
事
を
す

る
時
の
雰
囲
気
、
食
習
慣
、
心
身

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
時
に
美
味

し
さ
を
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
誰

か
と
楽
し
く
食
事
し
た
こ
と
で
料

理
が
美
味
し
く
感
じ
た
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
月
実
施
し
て
い
る
、
調
理
や

試
食
を
か
ね
た
親
子
栄
養
相
談
に

参
加
し
て
い
る
お
母
さ
ん
が
「
子

ど
も
が
家
で
は
食
べ
な
い
野
菜
な

の
に
、
こ
こ
で
は
食
べ
て
く
れ

る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
み

ん
な
で
食
べ
る
と
い
う
楽
し
い
環

境
か
ら
、
子
ど
も
が
『
食
べ
て
み

よ
う
』
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
経
験

が
食
育
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
に
感
謝
す
る

心
を
育
て
る　

　

栗
山
町
で
は
、
季
節
を
通
し
て

い
ろ
い
ろ
な
農
作
物
を
生
産
し
て

い
ま
す
。
旬
の
野
菜
を
旬
の
時
期

に
食
べ
ら
れ
る
環
境
は
と
て
も
貴

重
な
こ
と
で
す
。

　

生
活
し
て
い
る
地
域
で
育
っ
た

も
の
を
食
べ
て
生
活
す
る
こ
と
を

良
い
と
す
る
〝
身し
ん
ど
ふ
じ

土
不
二
〟
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
農
作
物
の

栽
培
や
収
穫
を
楽
し
み
、
地
域
の

食
材
で
料
理
を
作
り
、
生
産
者
に

感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
食
べ
る

こ
と
は
大
切
で
す
。
お
い
し
く
食

べ
る
楽
し
み
と
は
違
っ
た
視
点
か

ら
食
を
「
楽
し
む
」
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。　

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
の

基
本
で
暮
ら
し
の
一
部
で
す
。
食

に
関
わ
る
全
て
の
こ
と
が
自
分
に

と
っ
て
の
「
食
育
」
に
つ
な
が
り

ま
す
。
毎
日
の
食
事
を
楽
し
み
、

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
感

謝
し
、
心
も
体
も
元
気
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

昨年実施したイモ掘り体験。これがきっか
けでイモを食べられるようになった子も

６月は

月間

のカタチ

・地産地消で豊かな食生活
・朝食の大切さを知り、元気で健康な食生活
・家族団らんで楽しい食生活（共食）

「健康で長生き、
　楽しく心豊かな食生活の実現」

食育推進計画の目標

■日　時　　　  月　　　日㈮

■場　所　子育て支援センター（児童センター内）
10：00 ～ 12：00
6 21

水上   真奈美さん（34 歳）

右：絢
あ や ね

音ちゃん（4 歳）、  中：紗
さ き

希ちゃん（2 歳）

町地域医療・保健対策室
 管理栄養士　上 西 洵 子

パクモグ相談番外編
おいしい！

楽しい！ 味覚体験 化学調味料のだしと天然だしをくら
べてみましょう

栗山産の野菜を使った味噌汁とおに
ぎりを作って食べてみましょう！い
つも作る味付けは濃い？薄い？

メニュー①

メニュー②

【問い合わせ】町地域医療・保健対策室　☎ 73-2256

食育月間の
特別行事ですよ！

毎月 19日は『食育の日』
食べるをもっと楽しく
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掲載月 主な掲載予定内容

８ 月 号（第 14 号） 地方交付税の仕組みについて

１０月号（第 15 号） 平成 24 年度決算の概要について

１２月号（第 16 号） まちの財政状況について①（各指標からみるまちの現状など）

２ 月 号（第 17 号） まちの財政状況について②（基金・町債残高の現状など）

３ 月 号（第 18 号） 財政モニター制度の取り組みについて

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎ 73-7503

vol.13

ま
ち
の
財
政
状
況
を

わ
か
り
や
す
く
的
確
に
発
信
し
ま
す

【知っておきたいまちの予算】今後の掲載予定

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
予
算

を
、
１
カ
月
の
収
入
20
万
円
の
一

般
家
庭
の
生
活
に
置
き
換
え
た
形

で
家
計
簿
を
作
成
し
ま
し
た
。
一

般
家
庭
の
家
計
と
ま
ち
の
予
算
で

は
、
お
金
の
使
い
道
や
規
模
が
違

い
ま
す
の
で
、
単
純
に
比
較
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の

目
安
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
収
入
を
見
て
わ
か
る
こ
と
】

１
カ
月
の
収
入
は
、
父
の
給
料

（
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
）
や
、

母
の
パ
ー
ト
収
入
（
使
用
料
・
手

数
料
、
諸
収
入
）
以
外
に
、
預
金

の
引
き
出
し
（
繰
入
金
）
や
、
銀

行
か
ら
の
借
り
入
れ
（
町
債
）
に

よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

【
支
出
を
見
て
わ
か
る
こ
と
】

１
カ
月
の
支
出
の
う
ち
、
家
族

の
食
費
（
人
件
費
）
や
医
療
費
・

教
育
費
（
扶
助
費
）
な
ど
、
生
活

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
経
費

や
、
住
宅
や
車
を
購
入
し
た
際
の

ロ
ー
ン
返
済
費
（
公
債
費
）
の
合

計
が
43
・
3
％
を
占
め
て
い
る
状

況
で
す
。

ま
た
、
ロ
ー
ン
返
済
費
は
、
の

18
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、毎
年
、

徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

◆
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

予
算
・
決
算
の
仕
組
み
や
、
難

し
い
財
政
用
語
の
解
説
な
ど
、
町

財
政
に
関
す
る
ご
質
問
や
、
ご
意

見
な
ど
を
随
時
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
寄
せ
ら
れ
た
内
容
は
、
今
後

の
財
政
運
営
の
ほ
か
、
情
報
発
信

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆
わ
か
り
や
す
い
財
政
情
報
を
！

昨
年
度
か
ら
連
載
し
て
い
ま
す

定
期
財
政
情
報
「
知
っ
て
お
き
た

い
ま
ち
の
予
算
」
を
、
今
年
度
も

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
隔
月
で
の
掲
載
と

し
、
4
月
に
全
家
庭
に
配
布
し

ま
し
た
予
算
説
明
書
に
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
項
目
の
ほ

か
、財
政
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
財
政
情
報
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い

く
予
定
で
す
。

今
月
号
で
は
、
平
成
25
年
度
の

一
般
会
計
予
算
を
一
般
家
庭
の
生

活
に
置
き
換
え
た
場
合
の
、
ま
ち

の
家
計
簿
を
作
成
し
ま
し
た
。
町

民
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
が
、
ど

の
よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
予
算
を「
家
計
簿
」

に
例
え
て
み
る
と

収　　　　　入　　　　　　（構成比）　 支　　　　　出　　　　　　（構成比）　

町　　　税

地方交付税など

国庫・道支出金

使用料・手数料など

諸収入など

繰　越　金

繰　入　金

町　　　債

12 億 4,791 万円

34 億 6,740 万円

11 億 8,038 万円

3 億 2,133 万円

1 億 6,517 万円

5,000 万円

2 億 9,791 万円

9 億 1,090 万円

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

物 件 費

維持補修費

補 助 費 等

繰 出 金

積立金、貸付金など

普通建設事業費

11 億 7,580 万円

7 億 5,211 万円

13 億 7,423 万円

10 億 6,713 万円

1 億 9,861 万円

16 億 7,695 万円

3 億 5,770 万円

1 億 1,666 万円

9 億 2,181 万円

合　　　計 76 億 4,100 万円 合　　　計 76 億 4,100 万円

収　　　　　入 支　　　　　出

①父の給料 （77.2％）
■基本給（町税）

■能力給（地方交付税など）

■諸手当（国庫・道支出金）

②母のパート収入など （6.4％）　

■パート収入（使用料・手数料など）

■臨時収入（諸収入など）

③先月の残金 （0.6％）
■繰越金

④預金の引出 （3.9％）
■繰入金

⑤銀行からの借入 （11.9％）
■町債

154,300 円
32,700 円

90,700 円

30,900 円

12,800 円
8,400 円

4,400 円

1,300 円
1,300 円

7,800 円
7,800 円

23,800 円
23,800 円

①生活費その１ （43.3％）
■食費（人件費）

■医療費・教育費（扶助費）

■ローン返済費（公債費）

②生活費その２ （43.2％）
■光熱水費、被服代（物件費）

■家・車などの修理（維持補修費）

■習い事、小遣いなど（補助費等）

■子どもへの仕送り（繰出金）

③貯金・株式投資　（1.5％）
■貯金・投資（積立金、貸付金など）

④臨時的な支出　（12.0％）
■住宅の増改築（普通建設事業費）

86,500 円
30,800 円

19,700 円

36,000 円

86,400 円
27,900 円

5,200 円

43,900 円

9,400 円

3,000 円
3,000 円

24,100 円
24,100 円

合　　計　（①～⑤） 200,000 円 合　　計　（①～④） 200,000 円

【１カ月の家計簿に例えると】

【栗山町の予算】

今後も引き続き、借入に頼らず収入に見合った生活をしていく必要があります

『まちの財政学習会』を始めます
今年度から、町財政への理解や関心を深めていただくことを目的

に、小グループなどからの申し込みによる「まちの財政学習会」を
実施します。

担当職員が地域に出向き、本年度の予算をはじめ、財政全般、主
要事業の概要などについての説明を行いますので、希望される各団
体は、経営企画課行政経営グループまで申し込みください。

【対象は・・】　
町内会、自治会、各種団体、企業など、概ね５人以上の団体

【開催日時は・・】
平日（9:00から17:00まで）を基本としますが、夜間、休日での開
催など、可能な限りご要望に対応
します。

【その他】
会場の確保および参加者の案内は
申込者各位で行っていただきます。

平成２５年度版「主要事業の当初
予算の概要」を作成

今年度に実施する主要事業の概
要、予算成立の過程などをまとめて
います。町内公共施設に置いていま
すので、ご自由にお持ちいただき、
ご覧ください。

77.2％

6.4％

0.6％

3.9％
11.9％

43.3％

43.2％

1.5％

12.0％
多くの申し込み
をお待ちしてお
ります。

まちの財政をもっと知りたい！

財政モニター学習会の様子
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▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）
の
専
決

処
分
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
1
1
5
6

万
8
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

78
億
5
5
3
6
万
3
千
円
と
す

る
も
の
で
、
専
決
処
分
の
主
な

内
容
は
、
歳
入
で
は
町
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
確
定
見
込
み

に
よ
る
補
正
、
歳
出
で
は
除
雪

対
策
費
な
ど
の
減
額
に
係
る
補

正
で
あ
り
ま
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い

て
▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
に
つ
い
て

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

以
上
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
地

方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
る
関
係
部
分
の
条
例
改

正
で
あ
り
ま
す
。

　
▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

主
要
事
業
と
し
て
、
地
域
循
環

型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

効
果
検
証
事
業
の
追
加
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
1
6
１
９
万

1
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

74
億
5
6
9
9
万
1
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
南

角
田
地
区
農
業
用
排
水
路
の
補

修
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
松
栄
団
地
13
Ａ
棟
新
築
主
体
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

９
３
６
６
万
円

業　
　

者　

松
原
産
業
株
式
会
社

▼
松
栄
団
地
13
Ｂ
棟
新
築
主
体
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

１
億
４
７
０
０
万
円

業　
　

者　

朝
日
産
業
株
式
会
社

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

岩
田
美
春
副
町
長
の
退
任
に
伴

い
、
花
田
正
博
氏
（
桜
丘
１
丁

目
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ

い
て

花
田
正
博
氏
（
桜
丘
１
丁
目
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　6 月 16 日 ( 日）
実  施  場  所 時　　　間
栗山公園第 1 駐車場 9：00 ～ 9：10
岡 山 砂 利 9：15 ～ 9：25
ふ た ば 児 童 公 園 9：30 ～ 9：40

角田農村環境改善センター 9：50 ～ 10：00
富 士 中 央 公 民 館 10：10 ～ 10：20
南 町 内 会 館 10：25 ～ 10：35
運 動 公 園 南 側 10：40 ～ 10：50
警 察 署 駐 車 場 10：55 ～ 11：05
く り や ま 金 物 店 11：30 ～ 11：40
栗 山 町 役 場 南 側 11：25 ～ 11：40

　6 月 15 日 ( 土）
実 施 場 所 時　　　間

円山文化センター 9：00 ～ 9：10
御 園 公 民 館 9：20 ～ 9：30
南 学 田 公 民 館 9：40 ～ 9：50
南 部 公 民 館 10：10 ～ 10：30
杵 臼 自 治 会 館 10：40 ～ 10：50
鳩山中央公民館 11：10 ～ 11：20
ポプラ団地入口 11：30 ～ 11：40
中 里 公 民 館 11：45 ～ 11：55

報

告

い
ま
す
。

「
炭
に
で
き
る
ご
み
」
の
中
に

は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
汚
れ

た
紙
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
紙
類

は
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
の

で
、
黒
の
指
定
袋
に
入
れ
る
か
、

新
聞
紙
に
は
さ
ん
で
資
源
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
堆
肥
化
施
設

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る「
生
ご
み
」

と
「
下
水
道
汚
泥
」
を
混
ぜ
て
、

『
栗く

り
ぴ
っ
と

肥
土
』
と
い
う
堆
肥
を
作
っ

て
い
る
施
設
で
す
。 

生
ご
み
約

１
千
㌧
と
下
水
道
汚
泥
約
１
千
㌧

か
ら
、
１
年
か
け
て
発
酵
と
切
り

返
し
を
行
い
２
５
０
㌧
が
製
品
と

し
て
出
来
上
が
り
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
に
は
１
袋
10
㌕
３
０
０

円
で
販
売
し
て
お
り
、好
評
で
す
。

③
炭
化
処
理
施
設

こ
の
施
設
は
「
炭
に
で
き
る
ご

み
」
で
炭
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
埋
立
て
て
い
た
ご
み

を
減
ら
し
最
終
処
分
場
を
延
命
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ご
み
の
分
別
が
不
十
分
な
た
め

手
作
業
で
異
物
を
除
去
し
て
か
ら

炭
化
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
堆
肥
と
同
様
に
炭
の
販

売
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
異
物

の
混
入
が
多
く
販
売
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

④
最
終
処
分
場

最
終
処
分
場
は
約
８
３
０
０
㎥

の
埋
立
場
所
が
３
カ
所
あ
り
、
現

在
、
２
カ
所
目
の
７
割
程
度
埋
立

て
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

炭
化
処
理
が
始
ま
り
埋
立
の

ペ
ー
ス
は
遅
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」
の

袋
の
中
に
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご

み
が
入
っ
て
い
て
、
処
分
場
の
埋

立
て
が
増
え
て
い
る
現
状
で
す
。

最
終
処
分
場
は
、
な
る
べ
く
長

く
利
用
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
住

民
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。

①資源リサイクルセンター

②堆肥化施設

③炭化処理施設

④最終処分場
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平成 25年第 3回栗山町議会臨時会に

おいて次の議案が審議されました。　

　　　　

議会の動き

■
就
任
あ
い
さ
つ
■

岩
田
副
町
長
が
非
常
に
体
調

が
優
れ
な
い
な
か
、
私
ど
も
を

導
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
、
緊
急
事
態
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
重
責
を
お

受
け
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
ご
承
知
の
通
り
、
地
方
自

治
体
の
抱
え
て
い
る
課
題
は
非

常
に
多
様
で
、
待
っ
た
な
し
に

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

椿
原
町
長
の
政
策
目
標
の

「
思
い
や
り
の
心
が
か
よ
う
明

る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
、
身
を
粉
に
し

て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
職
に
専

念
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

議

案

■
退
任
あ
い
さ
つ
■

今
、
ま
ち
づ
く
り
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
町
も
大
き
な
課
題
が

山
積
す
る
中
、
自
治
基
本
条
例

が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
更
な
る
ス

ピ
ー
ド
と
現
場
主
義
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
私
の
今
の
健
康
状

態
で
は
、
そ
の
職
責
を
果
た
す

こ
と
は
出
来
な
い
と
、
退
任
の

決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
任
期

の
途
中
と
い
う
事
で
、
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
、
退
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

５
月
24
日
付
で
、
体
調
不
良
を
理
由
に
岩
田
美
春
副
町
長
が
退
任
さ

れ
、
議
会
の
同
意
を
得
た
花
田
正
博
氏
（
前
く
り
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
長
）
が
25
日
か
ら
副
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

花
田
氏
は
、
淑
徳
大
学
卒
業
後
、
昭
和
54
年
４
月
に
栗
山
町
役
場
奉

職
。
現
在
56
歳
。

新
し
い
副
町
長
に
　
　
花
田
正
博
　

氏
 

狂
犬
病
の
追
加
予
防
注
射

４
月
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
飼
い

主
の
方
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で

追
加
の
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
。

こ
の
集
合
注
射
以
降
は
、
各
自
で

最
寄
の
動
物
病
院
で
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
注
射
料
３
０
4
０
円

登
録
料
３
０
０
０
円（
未
登
録
犬
）

皆
さ
ん
が
出
し
た
ご
み
は
、
施

設
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い

る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

「
ご
み
処
分
場
見
学
会
」
を
5
月

23
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
、

見
学
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
声

と
と
も
に
、
ご
み
処
分
施
設
を
紹

介
し
ま
す
。

①
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

こ
の
施
設
は
「
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
資

源
ご
み
」
の
中
間
処
理
（
再
分
別

や
梱
包
な
ど
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

写
真
を
見
て
分
か
る
通
り
、
１

週
間
分
の
ご
み
の
山
に
作
業
員
が

胸
ま
で
埋
も
れ
て
作
業
を
行
っ
て

安
全
・
安
心
な
町
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　
町
環
境
生
活
課
　

環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

 

ご
み
処
分
場
見
学
会
を
実
施

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
作
業
員

か
ら
ひ
と
こ
と

ほ
と
ん
ど
が
一
洗
い
し
て
き
れ

い
な
状
態
で
す
が
、
中
に
は
醤

油
や
納
豆
な
ど
で
、
べ
た
べ
た

な
ま
ま
の
袋
も
あ
り
ま
す
。

参
加
者
か
ら
ひ
と
こ
と

資
源
と
な
る
紙
が
た
く
さ
ん
入
っ

て
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
。

袋
の
中
身
を
隠
し
て
分
別
せ
ず
に

出
し
て
い
る
人
が
い
る
。
多
く
の

人
が
き
ち
ん
と
分
別
し
て
い
る
の

に
、
面
倒
く
さ
い
か
ら
分
別
し
な

い
と
は
・
・
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

炭
化
処
理
施
設
作
業
員
か
ら
ひ
と
こ
と

炭
に
で
き
る
ご
み
で
く
る
ん
で

出
さ
れ
た
「
生
ご
み
」、「
電
池
」、

「
ガ
ラ
ス
」
や
、汚
物
を
全
く
取
っ

て
い
な
い
「
お
む
つ
」
な
ど
が

入
っ
て
い
る
事
も
あ
り
ま
す
。

花田正博   新副町長

岩田美春   前副町長



◇保険料の軽減
① 均等割の軽減（年額）
　● 軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
　● 被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

所 得 が 次 の 金 額 以 下 の 世 帯 減額割合 均等割の年額

33 万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入のみの場合、受給額 80 万円以下） → 9 割軽減

【年額】

　 4,770 円

33 万円 → 8.5 割軽減
【年額】

　 7,156 円

33 万円＋ (24 万 5 千円×世帯主以外の被保険者数 )
　　　※単身世帯の方は、該当しません → 5 割軽減

【年額】

23,854 円

33 万円＋ (35 万円×世帯の被保険者数 ) → 2 割軽減
【年額】

38,167 円

② 所得割の軽減
　● 被保険者個人の所得で判定します。

所 得 が 次 の 金 額 以 下 の 方 軽減割合

所得から 33 万円を引いた額が 58 万円以下の方 5 割軽減

③ 被用者保険の被扶養者だった方の軽減　
●この制度に加入したときに被用者保険の被扶養

者だった方については、所得割はかからず、均
等割が 9 割軽減となります。

【1 人当たりの額】

47,709 円

【本人の所得に応じた額】 １年間の 保険料
（100 円未満は切り捨て）（平成 24 年中の所得－ 33 万円）× 10.61％+ =

① 均 等 割 ② 所 得 割

○ １年間の保険料の上限額は 55 万円です。
○ 年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※所得とは前年の収入から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたもの

■平成 25 年度の保険料はこのように計算されます

被 保 険 者 と は 加 入
者のことを言います。

◇保険料の減免　
　災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活
が著しく困窮し、保険料のお支払いが困難な方については、保険料の
減免が受けられる場合があります。

保険料のお支払いが困難な場合
は、町税務課課税グループへご
相談ください。 

町税務課課税グループ　　　　　☎ 73-7505

北海道後期高齢者医療広域連合　☎ 011-290-5601
町住民福祉課住民・国保グループ　☎ 73-7508

後期高齢者
医療制度

保険料についておしらせします

制度についてのお問い合わせ

保険料についてのお問い合わせ

個別の保険料は
7 月におしらせ
します。

被 用 者 保 険 と は、
協 会 け ん ぽ な ど、
主にサラリーマン
の皆さんが加入し
ている健康保険の
ことで、 市町村の
国民健康保険は含
まれません。

　

第
20
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
南

空
知
消
防
組
合
消
防
署
の
元
署
長　

畠

山
和
久
さ
ん
（
松
風
３
）
が
瑞
宝
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

畠
山
さ
ん
は
昭
和
46
年
に
消
防
士
と

な
り
、
以
来
平
成
19
年
ま
で
36
年
の
永

き
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
し
消
防

職
団
員
の
技
術
の
向
上
、
近
代
的
消
防

機
械
器
具
の
整
備
に
努
め
本
町
の
消
防

行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
藤
原
東
峰
さ
ん
（
桜
丘
２
）
が
瑞

宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

藤
原
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
３
月
31
日

か
ら
現
在
ま
で
32
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
保
護
司
と
し
て
、
社
会
奉
仕
の
精

神
の
も
と
に
、
保
護
観
察
対
象
者
の
指

導
監
督
・
補
導
援
護
に
誠
心
誠
意
、
尽

力
し
、
多
く
の
者
を
改
善
更
生
に
導
い

て
き
ま
し
た
。

 

４
月
29
日
付
け
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
平
成
25
年
春
の
叙
勲
と
、
第
20
回
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
に
て
、
本
町
よ
り
２
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

（
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
）

藤原　東
とうほう

峰さん（桜丘 2 丁目：73 歳）

畠山　和久さん（松風３丁目：66 歳）

昨年は、過去最高の 4000 人が来場した「くりやまマルシェ」

春
の
叙
勲
受
章
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ん
に
ち
は
！

⑰

　

こ
ん
に
ち
は
！
栗
山
青
年
会
議
所
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
地

域
創
造
委
員
会

の
山
﨑
晃
市
で

す
。『

く
り
や
ま
マ

ル
シ
ェ
２
０
１
３
』

が
８
月
17
日
㈯
に
栗
山
公
園
特
設
会
場
に

て
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
～
魅
力
再
発
見
つ
な
げ
よ
う

食
の
絆
～
の
も
と
、
こ
の
恵
ま
れ
た
栗
山

町
と
南
空
知
の
大
地
、
豊
か
な
自
然
の
中

で
採
れ
た
農
産
物
は
も
ち
ろ
ん
、
飲
食
店

を
中
心
と
し
た
加
工
品
の
か
ず
か
ず
を
、

北
海
道
各
地
よ
り
来
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

ご
堪
能
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
も
昨
年
同
様
栗
山
英
樹
監

督
公
認
の
【
栗
山
監
督
杯
争
奪
う
ま
い
も

ん
グ
ラ
ン
プ
リ
】
の
開
催
が
決
定
し
ま
し

た
。
栗
山
の
食
材
を
活
用
し
た
各
店
秀
逸

の
一
品
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
は
栗
山
産
の
農
産
物
を

使
い
新
た
な
栗
山
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
考

案
中
で
す
。
そ
の
他
、　

軽
ト
ラ
の
荷
台

い
っ
ぱ
い
の
野
菜
を
「
袋
詰
め
放
題
」
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

今
年
も
や
り
ま
す
！

『
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
』

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
な
ど
楽

し
い
企
画
が
満
載
で
す
。
ご
家
族
・
友
達
・

カ
ッ
プ
ル
で
『
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
』
を

体
感
く
だ
さ
い
。

【
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
３
開
催
概
要
】

◆
開
催
日

　

８
月
17
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

雨
天
順
延

◆
会
場

　

栗
山
公
園　

特
設
会
場

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
青
年
会
議
所　

蛯
名

　

０
９
０
（
７
０
５
３
）
３
７
５
４

瑞
宝
双
光
章

（
更
生
保
護
功
労
）
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町
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
の
啓
発
と
早
期

発
見
の
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を

利
用
し
て
簡
単
な
質
問
に
答
え
る
だ
け
で
、

こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
状
況
と
落
ち
込
み
度
が

わ
か
る
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
６
月
１
日

よ
り
導
入
し
ま
し
た
。

定
期
的
に
、
あ
な
た
や
、
家
族
、
身
近
な

人
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

個
人
を
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
安
心
し
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

毎
朝
ほ
と
ん
ど
の
方
が
自
分
の
顔
を
鏡
で

見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
顔
が
年
齢

と
共
に
衰
え
る
の
は
男
性
・
女
性
を
問
わ
ず

嫌
な
も
の
で
す
。
顔
を
引
き
締
め
る
た
め
に

無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち

身
体
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
健
康
を
害
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

人
間
の
頭
部
の
筋
肉
は
咀そ

し
ゃ
く嚼
筋
と
表
情
筋

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
簡
単
に
い
う
と
食
べ
た

り
飲
ん
だ
り
す
る
た
め
に
使
う
筋
肉
と
表
情

を
作
る
た
め
の
筋
肉
に
区
別
さ
れ
ま
す
。

表
情
筋
は
通
常
の
生
活
で
は
全
体
の
30
％

し
か
使
っ
て
お
ら
ず
、
無
表
情
で
筋
肉
を
使

わ
な
か
っ
た
り
、加
齢
な
ど
が
原
因
で
衰
え
、

衰
え
た
表
情
筋
は
今
ま
で
保
っ
て
い
た
顔
の

ハ
リ
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
シ
ワ
や
、

た
る
み
に
な
り
ま
す
。

表
情
筋
は
口
の
周
り
や
、
耳
や
、
鼻
の
周

り
な
ど
合
計
24
種
類
も
あ
り
ま
す
が
、
口
の

周
り
の
筋
肉
（
口
輪
筋
）
と
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
が
最
も
多
く
、
大
切
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。

◆
小
顔
効
果
の
あ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
◆

こ
れ
ま
で
の
顔
や
せ
運
動
（
小
顔
運
動
）

の
筋
肉
を
〝
押
す
〟
運
動
は
も
ち
ろ
ん
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、筋
肉
を
〝
引
く
〟
ス
ト
レ
ッ

チ
の
ほ
う
が
よ
り
効
果
的
で
す
。
顔
の
筋
肉

を
鍛
え
る
た
め
に
は
口
輪
筋
・
頬
筋
に
負
担

を
か
け
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
多

く
の
表
情
筋
と
繋
が
っ
て
い
る
た
め
に
協
調

運
動
し
た
多
く
の
表
情
筋
に
ス
ト
レ
ッ
チ
効

果
が
表
れ
ま
す
。
つ
ま
り
く
ち
び
る
を
ス
ト

レ
ッ
チ
し
て
く
ち
び
る
を
刺
激
す
る
こ
と
で

く
ち
び
る
の
閉
鎖
力
を
強
化
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

結
果
的
に
顔
の
筋
肉
全
体
が
引
き
締
ま
っ

て
あ
こ
が
れ
の
「
小
顔
」
効
果
、
イ
キ
イ
キ

と
し
た
笑
顔
、
豊
か
な
表
情
が
表
れ
ま
す
。

◆
く
ち
び
る
ス
ト
レ
ッ
チ
の
や
り
方
◆

専
用
の
器

具
を
使
っ
た

場
合
に
比
べ

る
と
、
効
果

的
に
は
劣
り

ま
す
が
、
割

り
箸
1
本
を

用
意
す
れ

ば
、
す
ぐ
に

取
り
組
め
る

の
が
利
点
で

す
。

①
上
く
ち

び
る
の
真

ん
中
を
親

指
と
人
差

し
指
で
つ

ま
み
、
前

方
に
20
回

引
っ
張
り
ま
す
。

②
①
の
要
領
で
下
く
ち
び
る
の
真
ん
中
を
つ

ま
み
、
前
方
へ
20
回
引
っ
張
り
ま
す
。

③
割
り
箸
を
上
下
の
く
ち
び
る
全
体
を
使
っ

て
強
く
は
さ
み
、
こ
の
状
態
を
約
2
分
間

持
続
し
ま
す
。

以
上
、
①
～
③
を
1
日
２
～
４
回
を
目
安

に
、
毎
日
時
間
を
決
め
て
行
い
ま
す
。

く
ち
び
る
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
痴
呆
症
や
生
活

習
慣
病
、
む
し
歯
予
防
に
も
効
果
あ
り
！

く
ち
び
る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
よ
る
く
ち
び
る

へ
の
刺
激
は
表
情
筋
（
口
輪
筋
・
頬
筋
）
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
り
、
く
ち
び
る
閉
鎖
力

の
強
化
や
、咀
嚼
力
や
舌
の
力
が
ア
ッ
プ
し
、

運
動
機
能
の
回
復
・
老
化
の
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
の
顔
面
神
経
へ
の
刺
激
は
前
頭

葉
へ
の
脳
血
流
量
を
増
加
さ
せ
、
痴
呆
症
の

予
防
と
治
療
に
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
睡
眠
時
に
お
け
る
舌
根
沈
下
の
防

止
、
睡
眠
時
に
お
け
る
口
呼
吸
を
鼻
呼
吸
へ

か
え
る
効
果
、
そ
れ
に
よ
る
口
腔
粘
膜
の
乾

燥
を
防
止
す
る
は
た
ら
き
も
あ
り
ま
す
。

睡
眠
時
に
お
け
る
舌
根
沈
下
の
防
止
は
気

道
を
確
保
し
イ
ビ
キ
を
改
善
し
ま
す
。
そ
れ

は
閉
塞
型
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
軽
減

し
、
生
活
習
慣
病
（
不
整
脈
、
狭
心
症
、
脳

梗
塞
な
ど
）
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

睡
眠
時
に
口
呼
吸
を
鼻
呼
吸
に
す
る
こ
と

で
鼻
腔
や
の
ど
の
炎
症
が
軽
く
な
り
、
ア
レ

ル
ギ
ー
や
病
巣
感
染
（
喘
息
や
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
な
ど
）
が
減
少
し
ま
す
。

口
腔
粘
膜
の
乾
燥
防
止
は
唾
液
の
消
毒
や

殺
菌
作
用
を
働
か
せ
、
プ
ラ
ー
ク
を
抑
制
し

て
、
む
し
歯
・
歯
周
病
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
く
ち
び
る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
は

美
容
と
健
康
に
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま

す
。
即
効
性
の
あ
る
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
毎
日
、
少
し
の
負
荷
を
か
け
た
簡
単
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
地
道
で
単
調
な
事
を

継
続
す
る
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
高
価
な
方

法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
今
日
か
ら
鏡
を
見
て
口
を
と
じ
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

最
近
、「
こ
こ
ろ
」
元
気
で
す
か
？

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

「
夜
、
眠
れ
な
い
」「
朝
、
起

き
る
の
が
つ
ら
い
」「
や
る
気

が
で
な
い
」
な
ど
、
最
近
、
こ
こ
ろ
の
疲
れ

や
不
調
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

日
々
の
生
活
の
中
で
、
無
理
が
続
く
と
、

身
体
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
こ
ろ
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
毎
年
３
万
人
ほ
ど
の
方
が
自

殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、

健
康
問
題
が
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
う
つ

病
な
ど
の
「
こ
こ
ろ
の
病
」
が
多
く
の
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

う
つ
病
は
治
療
し
な
い
で
、
放
っ
て
お
く

と
徐
々
に
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
状

態
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
治
療
を
始
め
て
も
治

療
の
期
間
が
長
く
な
る
た
め
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

家族モード
あなたの大切な方の心の
健康状態が分かります。
赤ちゃんママモード
産後の不安な心の健康
状態が分かります。
ストレス対処タイプモード
あなたのストレス解消法はどのタイプ？
アルコールチェックモード
飲酒が心にどのような影響を
与えているのか分かります。

こころの体温計（本人モード）ストレス度・落ち込み度が分かります。
ご本人の健康状態や人間関係、住環境などのストレス度や落ち込み度が、
水槽の中で泳ぐ金魚などの絵になって表示されます。

◆
日
時　

７
月
２
日
㈫  

午
前
７
時
～

◆
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
対
象

35
歳
以
上
の
町
民
の
方

（
昭
和
54
年
3 

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

※
40
～
74
歳
で
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

方
は
、
特
定
健
診
も
同
時
に
受
診
で
き
ま

す
。

◆
料
金　

・
胃
が
ん　
　

 　

1
0
0
0 

円

・
肺
が
ん　
　
　
　

 

3
0
0 

円

・
大
腸
が
ん　
　
　

 

5
0
0 

円　

◆
日
程　

６
月
21
日
㈮

◆
場
所
・
時
間

・
北
海
道
内
田
鍛
工
株
式
会
社

午
前
10
時
～
11
時

・
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

午
後
０
時
15
分
～
１
時
15 
分

・
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

・
栗
山
町
役
場

午
後
２
時
45
分
～
４
時

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

▼パソコンからのアクセス
栗山町ホームページ

（http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/）
☞健康・福祉分野
☞健康づくり
☞【こころの体温計】

　にアクセス

▼携帯・スマホから
　　　　　　※利用料は無料

（通信料は自己負担
となります。）　　

QRコードは「株式会社デンソーウェーブ」
の登録商標です。

結果が絵で表示されて

わかりやすい ‼

相談さきにもすぐ電話できる ‼

頬骨筋（笑う時に使う、口角を後・上方に引っ張る筋
肉）の衰えは頬のたるみの原因です。頬からあごの
ラインがスッキリします。

胸鎖乳突筋（鎖骨と胸骨から耳の後ろまで伸びてい
る筋肉）を鍛えれば、首のラインが美しく見え、肩こ
り・頭痛も解消できます。

顎舌骨筋（舌を持ち上げ、口腔底を持ち上げる、舌と
繋がっている筋肉）を鍛えれば、あごから首のライ
ンがきれいに見えます。

オトガイ筋（下あごを押し上げる筋肉）の衰えが二
重あごの原因です。ここを鍛えればあごのラインが
スッキリしてシャープな輪郭になります。

口輪筋（口のまわりの筋肉）が衰えると、口元がゆが
み、表情全体がゆがんでみえてきます。口輪筋を鍛
えることで表情が明るくなります。

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256

「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
を
放
っ
て
お
く
と
・
・

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

自分自身の
ストレス

対人関係の
ストレス

社会的な
ストレス 住環境の

ストレス

その他の
ストレス落ち込み度

赤金魚

石

水槽のヒビ

水の透明度

黒金魚

猫

本人モード　結果画面（例）

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

～
は
つ
ら
つ
と
し
た
表
情
に
！
～

健康のコラム
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「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

献
血
の
お
知
ら
せ

あらい歯科 院長 新井　由
ゆかり


